























平 井 俊 顕
― ―１０７
リゼーション，(ii) 旧共産圏の資本主義化，(iii) 新興国の出現，(iv) EU。グロ
ーバリゼーションは，大きくは，金融グローバリゼーションと市場システム・





































































































































































ョン，(ii) 市場システム I － ソヴィエト連邦の崩壊に関係，(iii) 市場システ








































































































































































(BRICs) ―ブラジル，［ロシア］，インド，中国 ― に代表される「新興国」
の出現である。

































処するための新しい経済政策を採用した ― (i) 貿易，外為および資本の自由
化，(ii) 規制緩和，(iii) 国有企業の民営化，(iv) 金融システムの改革を含む自
由化政策である。この路線は，シン首相を含む歴代の首相によって継承される

















中 国 １０．４６ １９９１－２０１０
イ ン ド ７．５４ ２００１－２０１０




ド イ ツ １．４７ １９９１－２０１０
日 本 ０．９７ １９９１－２０１０
（出所） http://ecodb.net/ に基づく。
表２ PPP 表示での GDP ランキング（単位：１０億ドル）
国／年 ２０１３ ２０１０ ２０００ １９９０
１ アメリカ １６，８００ １４，９５８ １０，２９０ ５，９８０
２ 中 国 １３，３９５ １０，０４０ ３，０２０（３） ９１４（７）
３ イ ン ド ５，０６９ ４，１３０（４） １，６０７（５） ７６２（９）
４ 日 本 ４，６９９ ４，３５１（３） ３，２６１（２） ２，３７９（２）
５ ド イ ツ ３，２３３ ２，９２６ ２，１４８（４） １，４５２（３）
６ ロ シ ア ２，５５６ ２，２２２ １，２１３（１０） Unavailable
７ ブラジル ２，４２３ ２，１６７（８） １，２３６（９） ７８９（８）
８ イギリス ２，３９１ ２，２０１（７） １，５１５（７） ９１５（６）
９ フランス ２，２７８ ２，１１４ １，５３５（６） １，０３１（４）
１０ メキシコ １，８４３ １，６０３（１１） １，０８２（１１） ６３１（１０）
１１ イタリア １，８０８ １，７８４（１０） １，４０６（８） ９８０（５）






































ルアウトと超緊縮予算の強制，ならびに ECB による金融政策 ― 当初は低
利子率政策のみであったが，その後，政策を LTRO (Long Term Refinancing



















「拡大を続ける域内間の不均衡」は，典型的には，ドイツと PI (I) GS のあい
だの経済的インバランスとして表現することができる。ECB の初期の金融政
策は低利子率政策により，ドイツが輸出を拡張することができるとともに，
PI (I) GS が不動産に巨額の投資を行うことを許すものであった。換言すれば，
ドイツで増大した過剰貯蓄は PI (I) GS に貸し付けられた ― いわゆる「グ
ローバル・インバランス」６）の地域版である。このインバランスはユーロの誕







































































































































ス，復興，清算計画法」(Ring-Fencing and Recovery and Resolution Planning of Credit
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